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こ
の
議
会
で
審
議
し
た
案
件
と
結
果
 

 

　 市 議 会 だ よ り 第 １ ３ １ 号

を お 届 け い た し ま す 。  

　 本 号 は 、 先 の ３ 月 定 例 会

で の 一 般 質 問 ・ 質 疑 の 内 容

を 中 心 に 掲 載 し て い ま す が 、

特 に 今 議 会 は 、 平 成 ２
２ 年 度

（ 新 年 度 ） 予 算 、 一 般 会 計

１ ０ ５ 億 １ ９ ０ ０ 万 円 等

を 審 査 す る 、 議 員 全 員 に よ

る 「 予 算 特 別 委 員 会 」 を ４

日 間 に 渡 り 開 催 し ま し た 。

こ の 「 予 算 特 別 委 員 会 」 も

２ 年 目 と い う こ と で 、 予 算

（ 案 ） の チ ェ ッ ク 、 施 策 等

に 対 す る 審 査 等 、 活 発 か つ

慎 重 な 審 査 が 行 わ れ る よ う

に な っ て き た と 思 い ま す 。  

　 ま た 、 「 追 跡 ！ あ れ は ど う

な っ た ん ？ 」 の コ ー ナ ー は 、

昨 年 １
０ 月 に 行 い ま し た 「 議

会 報 告 会 ＆ 意 見 交 換 会 」

の 会 場 で 取 ら せ て 頂 き ま し

た ア ン ケ ー ト の 集 約 が で き

ま し た の で 、 今 回 も そ の 結

果 を 「 追 跡 ！ あ の ア ン ケ ー

ト ど う や っ た ん ？ 」 に 置 き

か え て 掲 載 い た し ま し た 。  

　 こ の ア ン ケ ー ト 結 果 に つ  

 

い て も ご 覧 頂 き 、 今 後 、 議

会 あ る い は 行 政 に 対 し て 、

市 民 の 皆 様 か ら 「 ご 意 見 」

を 出 し て 頂 く と き の 参 考 に

な れ ば 幸 い で す 。  

　 な お 、 一 般 質 問 ・ 質 疑 の

原 稿 は 質 問 者 本 人 の 作 成

に よ る も の で す 。 市 民 の 皆

様 に 読 ん で も ら え る よ う な

「 議 会 だ よ り 」 を と い う こ

と で 、 い ろ い ろ 工 夫 し な が

ら 編 集 し て い ま す が 、 「 議

会 だ よ り 」 ま た 「 議 会 放

送 」 を ご 覧 頂 い て お 気 づ き

の 点 、 ご 意 見 等 あ り ま し た

ら 、 ぜ ひ 、 議 会 だ よ り 編 集

委 員 会 ま で お 寄 せ く だ さ い 。  
 

「 と ば 市 議 会 だ よ り 」  

　 　 　 　 　 編 集 委 員 会  
 委 員 長 　 山 本 　 泰 秋  
 副 委 員 長 　 戸 上 　 幸 子  
 委 　 　 員 　 松 井 　 一 弥  
 委 　 　 員 　 木 下 　 爲 一  
 委 　 　 員 　 坂 倉 　 広 子  
 委 　 　 員 　 木 下 　 順 一  
 委 　 　 員 　 竹 内 　 　 久  
 委 　 　 員 　 中 村 欣 一 郎  
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編 集 後 記  

　 市 議 会 で は 、 市 民 の 皆 様 に 情 報 を お 知 ら せ す

る 手 段 の 一 つ と し て 、 ツ イ ッ タ ー を 利 用 し 、 市

議 会 ホ ー ム ペ ー ジ の 新 着 情 報 を 配 信 し て い ま す 。

ぜ ひ ご 利 用 頂 き 、 市 議 会 へ の フ ォ ロ ー を お 願 い

し ま す 。  

 市 議 会 公 式 ツ イ ッ タ ー  
http://twitter.com/tobacitycouncil
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議
案

第
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号
 

平
成

２
２

年
度

鳥
羽

市
一

般
会

計
予

算

議
案

第
４

号
 

平
成

２
２

年
度

鳥
羽

市
国

民
健

康
保

険
事

業
特

別
会

計
予

算

議
案

第
５

号
 

平
成

２
２

年
度

鳥
羽

市
介

護
保

険
事

業
特

別
会

計
予

算
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案

第
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号
 

平
成
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２

年
度

鳥
羽

市
定

期
航

路
事

業
特

別
会

計
予

算
 

議
案

第
７

号
 

平
成

２
２

年
度

鳥
羽

市
特

定
環

境
保

全
公

共
下

水
道

事
業

特
別

会
計

予
算

議
案

第
８

号
 

平
成

２
２

年
度

鳥
羽

市
福

祉
資

金
貸

付
事

業
特

別
会

計
予

算

議
案

第
９

号
 

平
成

２
２

年
度

鳥
羽

市
住

宅
新

築
資

金
等

貸
付

事
業

特
別

会
計

予
算

議
案

第
１

０
号

 
平

成
２

２
年

度
鳥

羽
市

老
人

保
健

医
療

特
別

会
計

予
算

議
案

第
１

１
号

 
平

成
２

２
年

度
鳥

羽
市

後
期

高
齢

者
医

療
特

別
会

計
予

算

議
案

第
１

２
号

 
平

成
２

２
年

度
鳥

羽
市

水
道

事
業

会
計

予
算

議
案

第
１

３
号

 
鳥

羽
市

職
員

の
勤

務
時

間
、

休
暇

等
に

関
す

る
条

例
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

議
案

第
１

４
号

 
鳥

羽
市

保
育

所
の

設
置

及
び

管
理

に
関

す
る

条
例

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

議
案

第
１

５
号

 
鳥

羽
市

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

の
設

置
及

び
管

理
に

関
す

る
条

例
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

議
案

第
１

６
号

 
鳥

羽
市

老
人

憩
の

家
の

設
置

及
び

管
理

に
関

す
る

条
例

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

議
案

第
１

７
号

 
鳥

羽
市

学
校

職
員

住
宅

管
理

条
例

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

議
案

第
１

８
号

 
鳥

羽
市

学
校

設
置

条
例

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

議
案

第
１

９
号

 
鳥

羽
市

幼
稚

園
の

設
置

及
び

管
理

に
関

す
る

条
例

等
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

議
案

第
２

０
号

 
寝

屋
子

交
流

の
館

の
設

置
及

び
管

理
に

関
す

る
条

例
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

議
案

第
２

１
号

 
指

定
管

理
者

の
指

定
に

つ
い

て
(鳥

羽
市

民
体

育
館

ほ
か

５
施

設
）

議
案

第
２

２
号

 
指

定
管

理
者

の
指

定
に

つ
い

て
(寝

屋
子

交
流

の
館

）

議
案

第
２

３
号

 
三

重
県

伊
勢

志
摩

地
区

広
域

市
町

村
圏

協
議

会
の

廃
止

に
つ

い
て

 

議
案

第
２

４
号

 
平

成
２

１
年

度
鳥

羽
市

一
般

会
計

補
正

予
算

(第
８

号
) 

議
案

第
２

５
号

 
平

成
２

１
年

度
鳥

羽
市

国
民

健
康

保
険

事
業

特
別

会
計

補
正

予
算

(第
４

号
) 

議
案

第
２

６
号

 
鳥

羽
市

企
業

職
員

の
給

与
の

種
類

及
び

基
準

に
関

す
る

条
例

の
制

定
に

つ
い

て

議
案

第
２

７
号

 
鳥

羽
市

職
員

給
与

条
例

及
び

鳥
羽

市
職

員
の

勤
務

時
間

、
休

暇
等

に
関

す
る

条
例

の
一

部
改

正
に

つ
い

て

議
案

第
２

８
号

 
鳥

羽
市

職
員

の
退

職
手

当
に

関
す

る
条

例
の

一
部

改
正

に
つ

い
て

 

議
案

第
２

９
号

 
工

事
請

負
契

約
の

締
結

に
つ

い
て

(マ
リ

ン
タ

ー
ミ

ナ
ル

建
設

工
事

）

諮
問

第
１

号
 

人
権

擁
護

委
員

の
推

薦
に

つ
き

意
見

を
求

め
る

こ
と

に
つ

い
て

発
議

第
１

号
 

特
別

委
員

会
の

設
置

に
つ

い
て

発
議

第
２

号
 

核
兵

器
の

廃
絶

と
恒

久
平

和
を

求
め

る
意

見
書

の
提

出
に

つ
い

て
  
 

発行　鳥羽市議会　平成22年4月16日 
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一般質問  一般質問  一般質問  

松 井 一 弥 

　
今
後
の
職
員
採
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
最
終
的
な
任
命

権
者
で
あ
る
市
長
の
考
え
を

聞
き
ま
す
。 

 

市
長
　
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
事
業
に
対
応
す
る
人
員
、

雇
用
の
場
の
確
保
、
地
方
分

権
、
人
口
減
等
様
々
な
問
題

を
兼
ね
合
わ
せ
、
適
正
な
職

員
数
と
な
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
誠
実
で
あ

る
こ
と
や
実
直
で
あ
る
こ
と

な
ど
は
、
公
務
員
と
し
て
昔

も
今
も
大
切
な
面
で
す
が
、

最
近
で
は
特
に
受
け
身
姿
勢

で
は
な
く
、
積
極
的
に
自
分

か
ら
進
ん
で
働
き
か
け
る
こ

と
が
出
来
る
性
格
の
持
ち
主

を
採
用
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

　
「
か
も
め
バ
ス
」
は
、
昨

年
１０
月
か
ら
完
全
な
市
の
自

主
運
行
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
苦
情
が
市
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

市
長
・
定
期
船
課
長
　
「
か

も
め
バ
ス
」
を
運
行
す
る
に

あ
た
っ
て
、
多
く
の
ご
要
望

や
ご
意
見
を
聞
い
た
わ
け
で

す
が
、
そ
の
よ
う
な
事
に
対

処
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
一
方

で
不
便
に
な
る
可
能
性
も
ま

た
高
く
な
り
ま
す
。
た
だ
、

マ
イ
ナ
ス
の
点
は
改
善
し
て

ゆ
く
努
力
が
必
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
少
し
で
も
多
く

の
市
民
・
利
用
者
の
方
々
に

満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

「
か
も
め
バ
ス
」
を
実
現
す

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。 

第1回 定例会 

今
後
の
職
員
採
用
の
あ
り
方
は 

 

市
長
　
適
正
な
職
員
数
と
な
る
よ
う
努
め
た
い 

ダイヤ改正により発生した問題は 
定期船課長　一部の方に迷惑をかけています 

 第１回　定例会（3月1日～3月24日） 

◇ 一般質問、議案質疑………………………… 2～7 

◇ 各常任委員会・予算特別委員会…………………8 

◇ 環境問題調査特別委員会を設置・人事・意見書…8

◇ 追跡！あのアンケートどうやったん？… 9～11 

◇ 審議した案件と結果……………………………12 

◇ 編集後記…………………………………………12 

主な記事 

3月4日・5日に10人の議員が一般質問を行いました。 
質問と答弁の概要をお知らせします。 

問８　現在の議員定数は１６人（法律での

上限２６人）ですが、議員数についてどう

思いますか。 

�「今のままでよい」が４０％ありますが、

「多いと思う」もそれとほぼ同じ割合であ

ります。

� 削減後の議員定数は「１２人が妥当」が

２２.６％と最も多く、次いで「１０人」、

「１４人」、「１３人」、「１５人」、「１１人」の

順になっています。

問９　市議会議員に毎月３３万７千円の報

酬が支給されていますが、これについてど

う思いますか。 

　「多いと思う」が３６％ありますが、「適

当だと思う」もそれとほぼ同じ割合であり

ます。

�「多いと思う」と回答された方は２５万円

から３３万７千円の間に集中してさまざま

な意見があります。回答数は少数（７人）

ですが、「少なすぎる」と回答された方も

あります。　

市民の足かもめバス 

少ないと思う場合の妥当金額 多いと思う場合の妥当金額 

33.7万円未満

30万円未満

25万円未満

20万円未満

15万円未満

10万円未満

25人

36人

28人

7人

2人

0人

多いと思う場合の妥当金額 
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野 村 保 夫  

戸
上
幸
子 

保育所第２子無料化のあり方は 

市長　現在最善の施策と考えている 

　
各
保
育
所
に
よ
っ
て
０
歳

児
か
ら
預
か
る
所
や
２
歳
児

か
ら
預
か
る
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
地
域
に
よ
っ
て
支
援
を

受
け
る
期
間
が
違
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
の
で
す
か
。 

 

健
康
福
祉
課
長
　
地
域
に
よ

っ
て
差
が
つ
い
て
し
ま
い
ま

す
。
今
後
は
ニ
ー
ズ
と
事
業

効
率
を
勘
案
し
な
が
ら
差
が

出
な
い
よ
う
に
是
正
し
て
い

き
ま
す
。 

 

　
一
人
っ
子
や
年
齢
の
離
れ

た
兄
弟
に
は
無
料
化
の
支
援

が
無
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。 

 

健
康
福
祉
課
長
　
保
育
所
、

幼
稚
園
に
同
時
に
在
所
し
て

い
る
方
に
限
っ
た
た
め
、
１

１
７
０
万
円
の
減
収
と
な
り
、

全
て
第
２
子
を
対
象
に
し
た

場
合
、
減
収
額
が
４
倍
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
経
済

的
負
担
の
大
き
い
世
帯
に
限

ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

　
３
歳
未
満
児
は
家
庭
で
養

育
す
る
方
が
基
本
だ
と
考
え

ま
す
が
、
そ
ん
な
家
庭
へ
の

支
援
も
必
要
で
は
な
い
の
で

す
か
。 

 

健
康
福
祉
課
長
　
今
後
は
離

島
や
南
鳥
羽
地
区
へ
遊
び
の

広
場
「
出
張
広
場
」
の
開
催

を
予
定
し
、
子
育
て
サ
ロ
ン

は
増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

市
長
　
現
在
の
社
会
情
勢
や

本
市
の
財
政
状
況
か
ら
考
え

る
と
最
善
策
だ
と
思
い
ま
す
。 

今
後
は
今
回
の
無
償
化
も
含

め
、
保
育
ニ
ー
ズ
に
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま

す
。 

鳥羽の林業振興にもっと本腰を 

市長　力を入れなさすぎたと反省 

統合される国崎保育所 

　
鳥
羽
の
林
業
の
現
状
を
ど

う
認
識
し
て
い
ま
す
か
。 

 

農
水
商
工
課
長
　
山
全
体
が

荒
廃
化
し
、
林
業
産
業
が
ス

ト
ッ
プ
し
て
い
る
状
態
で
す
。 

 

　
県
は
最
大
の
危
機
要
因
が

伐
採
さ
れ
な
い
危
機
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。
本
市
林
業
の

危
機
も
そ
う
で
す
か
。 

 

農
水
商
工
課
長
　
同
意
見
で

す
。 

 

　
間
伐
が
必
要
な
本
市
の
山

林
面
積
は
７
０
０
０
ｈａ
で
す
。

平
成
１５
年
か
ら
１９
年
の
５
カ

年
の
間
伐
実
績
は
。 

農
水
商
工
課
長
　
１７
ｈａ
で
す
。 

 

　
で
は
平
成
２１
年
か
ら
２４
年

ま
で
の
間
伐
計
画
は
。 

 

農
水
商
工
課
長
　
１
１
０
ｈａ
。 

 

　
間
伐
必
要
面
積
の
２
％
で

す
。
全
部
や
る
の
に
２
０
０

年
か
か
る
で
は
な
い
で
す
か
。

危
機
的
状
況
を
打
開
す
る
情

熱
を
燃
や
し
て
頂
き
た
い
。 

　
市
長
の
見
解
は
ど
う
で
す

か
。 

 

市
長
　
現
状
は
危
機
的
状
況

に
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
鳥
羽

市
は
力
を
入
れ
な
さ
過
ぎ
た

と
反
省
し
て
い
ま
す
。 

　
鳥
羽
市
に
は
条
例
が
１
８ 

１
本
あ
り
ま
す
。
「
子
ど
も

は
大
切
な
宝
物
」
と
の
言
葉

が
一
つ
で
も
入
っ
て
い
る
条

例
が
あ
り
ま
す
か
。 

  

総
務
課
長
　
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 

　
子
ど
も
た
ち
は
今
、
生
き

づ
ら
い
社
会
に
育
っ
て
い
ま 

す
。
が
ん
ば
る
子
ど
も
た
ち

に
市
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
し
て
激

励
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に

大
事
で
す
。
鳥
羽
な
ら
で
は

の
「
子
ど
も
条
例
」
を
制
定

し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

  

市
長
　
前
向
き
に
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」の
制
定
を 

 

市
長
　
前
向
き
に
研
究
し
た
い 

林業の振興 

問４　現在の市議会をどのように評価しま

すか。 

�「大いに評価する」、「ある程度評価する」

を合わせると６割の人が評価しており、

「あまり評価しない」「まったく評価しな

い」の２割をかなり上回っています。

問５　あなたの意見や市民の声が市議会に

反映されていると思いますか。 

　「思う」、「やや思う」を合わせると４４

％となり、「思わない」２９％をやや上回

っています。

 問６　市議会の改革は必要だと思いますか。 

�「必要ない」という人がわずか４％にす

ぎず、「改革が必要だ」という回答が大半

を占めています。

問７　問６で「市議会の改革は必要だ」を

選ばれた方にお尋ねします。市議会の改革

に取り組む課題は何だと思いますか。(複数

回答可)　

　「市民の声が反映できる懇談会や意向調

査」についての意見が最も多く、次に「議

員数・報酬などの検討」「議会の審査機能

の向上、政策提言機能の強化」と続いてい

ます。
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坂
倉
紀
男 

　
昨
年
末
、
介
護
問
題
総
点

検
運
動
を
行
っ
た
結
果
、
介

護
認
定
者
で
入
所
で
き
な
い

高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
現

状
が
分
か
り
ま
し
た
。
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
、
施
設
待

機
者
の
現
状
と
実
態
は
。 

 

健
康
福
祉
課
長
　
現
在
、
鳥

羽
市
の
高
齢
化
率
は
、
２８
・

９
％
、
３
・
５
人
に
１
人
が

高
齢
者
、
要
介
護
認
定
者
は

１
１
６
５
人
で
す
。 

 

　
７０
代
以
上
の
老
老
介
護
、

介
護
う
つ
の
問
題
が
深
刻
で

す
。
老
老
介
護
の
実
態
は
。 

 

健
康
福
祉
課
長
　
老
老
介
護

が
必
要
な
世
帯
で
は
、
地
域

の
民
生
委
員
の
見
守
り
や
担

当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
介
護
者
の

負
担
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

　
３
年
間
介
護
保
険
を
利
用

し
て
い
な
い
元
気
な
高
齢
者

の
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
負
担
を
軽
減
す
る
シ
ス
テ

ム
の
導
入
や
、
介
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
考

え
は
な
い
の
で
す
か
。 

 

健
康
福
祉
課
長
　
今
後
の
検

討
課
題
と
し
ま
す
。 

 

　
独
り
暮
ら
し
の
方
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
設
置
サ
ー
ビ
ス

の
対
策
は
。 

 

健
康
福
祉
課
長
　
今
後
、
利

用
要
件
の
見
直
し
な
ど
を
検

討
し
ま
す
。 

市
長
　
今
ま
で
社
会
の
た
め

に
頑
張
っ
て
頂
い
た
高
齢
者

の
方
々
に
サ
ー
ビ
ス
を
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
は
非
常
に

大
事
で
す
。
高
齢
者
を
支
え

る
た
め
の
環
境
整
備
、
介
護

保
険
制
度
の
円
滑
な
実
施
と

事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

第
４
次
・
第
５
次
鳥
羽
市
総
合
計
画
は 

市
長
　
市
民
意
識
調
査
を
重
点
に
分
析
し
ま
す 

深刻化する介護現場の課題は 
健康福祉課長　介護保険のニーズは高まっている 

坂
倉
広
子 

船
津
町
石
代
　 

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
区 

　
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・

国
土
利
用
計
画
な
ど
の
策
定

で
あ
る
総
合
計
画
は
本
市
の

将
来
像
を
描
く
道
し
る
べ
と

も
言
う
も
の
で
す
か
ら
、
市

長
は
こ
の
鳥
羽
市
の
将
来
像

を
語
り
、
市
民
に
夢
と
希
望

を
語
り
な
が
ら
、
そ
の
一
つ

ひ
と
つ
の
施
策
を
実
現
に
向

け
て
行
く
こ
と
が
有
る
べ
き

市
政
で
あ
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
第
４
次
総
合
計
画
の

総
括
・
ふ
り
返
り
を
含
め
て
、

第
５
次
総
合
計
画
に
向
け
て

の
市
長
の
基
本
的
な
考
え
を 

聞
き
ま
す
。 

市
長
　
第
５
次
総
合
計
画
策

定
に
あ
た
り
実
施
い
た
し
ま 

し
た
市
民
意
識
調
査
結
果
の

中
で
、
重
要
で
あ
る
の
に
満

足
し
て
い
な
い
と
市
民
の
皆

様
が
感
じ
て
い
る
部
分
を
重

点
的
に
見
直
し
な
が
ら
、 

「
真
珠
の
よ
う
に
き
ら
り
輝

く
と
ば
」
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

の
第
一
種
低
層
住
宅
地
域
で 

あ
る
船
津
町
石
代
の
用
途
変

更
は
確
実
に
行
わ
れ
る
の
か

聞
き
ま
す
。 

 

ま
ち
づ
く
り
整
備
室
副
参
事 

　
現
在
策
定
中
の
「
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
中
で
見

直
し
を
含
め
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。 

   

都
市
計
画
法
の
も
と
、
都

市
計
画
地
域
・
用
途
地
域
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
経
過
で
定
め
ら
れ

た
の
で
す
か
。
ま
た
、
堅
神

地
区
に
４
箇
所
の
広
大
な
風

致
地
区
設
定
の
目
的
と
そ
の

定
義
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

さ
ら
に
白
地
地
域
の
見
直
し

や
区
域
内
で
残
さ
れ
た
唯
一 

土
地
利
用
に
市
民
の
意
見
の
反
映
を 

ま
ち
づ
く
り
整
備
室
副
参
事 

都
市
計
画
区
域
の
土
地
利
用
を
見
直
す 

地域包括センター相談室 

　昨年１０月の議会報告会＆意見交換会で実施しました、市議会に関するアンケートの調査結果報告書が

できましたので、その一部を掲載いたします。

�なお、当日意見交換会で頂いた主な意見を含む完全版、市役所が実施した市民意識調査結果に併せて行

いました市議会に関するアンケート結果につきましては、市議会ホームページに掲載のほか、議会事務局

でも閲覧できます。

問１　市議会に関心がありますか。 

�「ある」が５１％と最も多く、「少し

ある」と合わせると９割の方が市議会に

関心を持っている状況にあります。

問２　とば市議会だよりを読んでいますか。

�「どの記事も読む」３１％、「関心のあ

るものだけ読む」５８％と合わせると９

割近くの方が何らかの形で関心を持って

市議会だよりを読まれています。

問３　市議会の会議などを見たことがあ

りますか。

　市議会の会議を何らかの形で見たこと

がある人が６０％となっており、見たこ

とがない人３７％をかなり上回っていま

す。

追跡！ 追跡！ あのアンケートどうやったん？ あのアンケートどうやったん？ 

調査の方法

�１　調査地域　　鳥羽市内１８か所

�２　調査対象　　議会報告会＆意見交換会参加者

�３　調査方法　　当日、会場にて参加者へアンケ

　　　　　　　　　ートを配布し回収

�４　調査期間　　１０月９日〜１０月３０日のうち

　　　　　　　　　１８日間

回収状況

�１　配布数　　　４６４人

�２　回収数　　　３９０人

�３　回収率　　　８４.０５％
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村 山 俊 幸  

子ども医療費の目的は 
市長　子育てしたい人を増やしたい 

　
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対

象
を
義
務
教
育
修
了
の
１５
歳

と
な
る
年
度
末
ま
で
と
し
た

目
的
を
聞
き
ま
す
。 

 

市
長
　
子
育
て
が
非
常
に
大

事
だ
と
い
う
考
え
方
と
、
人

口
減
対
策
の
一
環
と
し
て
子

育
て
を
す
る
こ
と
で
決
め
ま

し
た
。
子
ど
も
達
の
健
や
か

な
成
長
を
支
援
し
、
家
庭
の

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
で
、
鳥
羽
で
子
育
て
が

し
た
い
、
鳥
羽
に
住
み
た
い

方
々
を
増
や
す
目
的
で
す
。 

 

　
助
成
を
受
け
る
に
は
、
資

格
登
録
が
必
要
で
す
が
、
資

格
要
件
は
あ
り
ま
す
か
。 

 

市
民
課
長
　
鳥
羽
市
に
住
所

が
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
や 

社
会
保
険
等
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
子
ど
も
が
対

象
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

生
活
保
護
、
障
害
者
医
療
費 

助
成
や
一
人
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
を
受
け
て
い
る
場
合

を
除
き
ま
す
。
ま
た
、
保
護

者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
度
所
得

が
所
得
制
限
以
下
で
あ
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
市
長
の
広
報
と
ば
で
の
年

頭
あ
い
さ
つ
で
、
昨
年
９
月

よ
り
中
学
校
３
年
生
ま
で
の

全
て
の
子
ど
も
達
の
医
療
費

を
無
料
化
し
た
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
所

得
制
限
等
が
あ
り
、
誤
解
を

招
い
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。 

 

市
長
　
市
民
の
皆
様
に
誤
解

を
与
え
た
こ
と
に
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
の
年
代
全

て
と
い
う
意
味
で
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
読
ま
れ

た
方
は
、
一
人
ひ
と
り
全
て

の
子
ど
も
達
と
捉
え
る
の
は

当
然
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

予算編成に市民の声の反映を 
市長　町内会要望の制度化は難しい 

　
市
長
の
今
年
度
の
施
政
方

針
の
中
で
「
地
域
の
事
は
地

域
で
決
め
る
」
「
地
域
主
権

に
向
け
た
制
度
改
革
に
取
り

組
む
」
と
力
強
く
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
地
域
分
権
時
代
を

迎
え
、
今
ま
で
の
予
算
編
成

と
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
、
次

の
点
を
聞
き
ま
す
。 

 

　
⑴
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

町
内
会
、
市
民
団
体
、
関
係

業
界
団
体
の
声
を
十
二
分
に

聞
い
た
の
で
す
か
。
ま
た
、

公
平
性
、
透
明
性
の
観
点
か

ら
、
各
町
内
会
要
望
を
各
課

が
取
り
ま
と
め
を
す
る
９
月

頃
ま
で
に
聞
き
取
り
す
る
制

度
を
作
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

 

市
長
　
色
々
な
場
面
で
市
民

の
声
を
聞
き
反
映
し
て
い
ま 

す
。
毎
年
の
制
度
化
は
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
か
ら
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

　
⑵
各
課
か
ら
の
予
算
要
望

か
ら
編
成
ま
で
の
細
か
い
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
き
ま
す
。 

 

企
画
財
政
課
長
　
１０
月
末
に

予
算
編
成
方
針
を
各
課
に
周

知
し
、
１１
月
末
ま
で
に
要
望

書
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。 

 

翌
年
１
月
に
財
政
課
に
よ
る

一
次
内
示
後
、
副
市
長
内
示

が
あ
り
、
市
長
聞
き
取
り
後
、

２
月
に
新
年
度
予
算
の
概
要

が
確
定
し
ま
し
た
。 

 

　
⑶
駅
前
の
再
開
発
が
観
光

に
と
っ
て
重
要
課
題
と
位
置

付
け
ら
れ
る
が
、
パ
ー
ル
ビ

ル
の
今
後
に
つ
い
て
本
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

 

副
市
長
　
国
、
県
と
協
議
し
、

粘
り
強
く
あ
る
べ
き
姿
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。 

  

総
務
民
生
委
員
会 

総
務
民
生
委
員
会 

　
総
務
民
生
委
員
会
で
審
査
し
た

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

（
議
案
第
１３
号
　
鳥
羽
市
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
） 

問
　
職
員
の
勤
務
時
間
を
１
週
間

当
た
り
４０
時
間
か
ら
３８
時
間
４５
分

に
改
め
て
い
る
が
、
時
間
短
縮
し

て
市
民
や
職
員
に
対
し
て
、
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
あ
る

の
か
。 

答
　
基
本
的
に
は
、
窓
口
に
市
民

が
来
て
い
た
だ
い
た
時
の
対
応
に

つ
い
て
は
大
き
な
影
響
は
な
い
。

職
員
に
対
し
て
は
昼
の
休
憩
時
間

が
１５
分
延
び
る
こ
と
で
労
働
環
境

の
改
善
に
つ
な
が
る
。 

　
さ
ら
に
、
委
員
か
ら
労
働
時
間

の
短
縮
で
よ
り
効
率
的
に
仕
事
を

行
い
、
時
間
外
勤
務
手
当
に
結
び

つ
か
な
い
よ
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

 (

議
案
第
１５
号
鳥
羽
市
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て) 

問
　
鳥
羽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

定
員
を
３５
人
か
ら
４０
人
に
改
め
た

の
は
ど
う
し
て
か
。 

答
　
鳥
羽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

夏
休
み
中
の
児
童
数
が
３５
人
を
超

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
４０
人
と
し
た
。 

（
議
案
第
２４
号
　
平
成
２１
年
度
鳥

羽
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）歳
出
・
総
務
費
） 

問
　
集
会
所
等
施
設
整
備
費
補
助

金
に
つ
い
て
、
今
回
、
３
０
０
万

円
の
減
額
で
あ
る
が
、
集
会
所
の

場
所
は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
。 

答
　
平
成
２１
年
度
予
算
は
仮
置
き

で
あ
っ
た
。
町
内
会
か
ら
集
会
所

施
設
整
備
の
申
し
出
が
な
か
っ
た

の
で
、
減
額
と
し
た
。 

 (

歳
出
・
民
生
費)  

問
　
保
育
所
嘱
託
職
員
賃
金
の
減

額
補
正
に
つ
い
て
、
嘱
託
職
員
数

の
当
初
の
見
込
み
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。 

答
　
途
中
入
所
も
考
慮
し
た
児
童

数
を
基
に
配
置
基
準
に
応
じ
た
職

員
数
と
し
て
、
必
要
な
嘱
託
職
員

数
を
見
込
ん
だ
。 

（
議
案
第
２５
号
　
平
成
２１
年
度
鳥

羽
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）） 

問
　
共
同
事
業
と
は
ど
の
よ
う
な

内
容
な
の
か
。 

答
　
三
重
県
下
の
高
額
医
療
費
を

ま
と
め
て
平
準
化
す
る
事
業
で
あ

る
。 

　
総
務
民
生
常
任
委
員
会
終
了
後

に
、
と
ば
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
建
設
中
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
現
地

視
察
を
行
い
、
現
場
の
状
況
説
明

や
工
事
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
た
。  

 

　
文
教
産
業
委
員
会
で
審
査
し
た

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
議
案
第
１９
号
　
鳥
羽
市
幼
稚
園

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
） 

問
　
２
人
目
以
降
の
無
料
化
は
幼

稚
園
も
保
育
所
と
同
じ
額
で
あ
る

の
か
。 

答
　
保
育
所
は
、
所
得
税
の
額
で

保
育
料
の
階
層
が
１２
段
階
に
定
め

ら
れ
て
い
る
。
幼
稚
園
は
２
人
目

以
降
は
一
律
年
間
６
万
円
の
減
免

に
な
る
。 

（
議
案
第
２０
号
　
寝
屋
子
交
流
の

館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
及
び
議

案
第
２２
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
（
寝
屋
子
交
流
の
館
）

に
つ
い
て
） 

問
　
町
内
会
と
当
該
施
設
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
協
定
書
を
交
わ
す

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後
、

公
民
館
や
集
会
所
に
つ
い
て
も
同

じ
よ
う
な
形
態
を
と
っ
て
い
く
の

か
。 

答
　
市
内
に
は
２９
公
民
館
が
あ
り
、

そ
れ
以
外
に
も
他
の
課
が
管
理
し

て
い
る
施
設
も
あ
る
。
今
後
、
市

の
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

全
庁
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

（
議
案
第
２９
号
　
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
マ
リ
ン
タ
ー

ミ
ナ
ル
建
設
工
事
）
に
つ
い
て
） 

問
　
指
名
競
争
入
札
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
な
ぜ
設
計
価
格
よ
り

予
定
価
格
が
下
回
っ
た
の
か
。 

答
　
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
の

場
合
は
設
計
価
格
を
予
定
価
格
と

し
、
予
定
価
格
は
公
表
さ
れ
て
い

る
が
、
指
名
競
争
入
札
に
つ
い
て

は
設
計
価
格
を
基
に
予
定
価
格
を

設
定
し
て
い
る
。 

 

文
教
産
業
委
員
会 

予
算
特
別
委
員
会 

　
本
市
議
会
で
は
、
今
期
定
例
会

に
お
い
て
全
議
員
で
構
成
す
る
予

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
平

成
２２
年
度
当
初
予
算
の
審
査
を
行 

い
ま
し
た
。 

　
審
査
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会 

計
及
び
企
業
会
計
の
順
に
、
審
査 

日
数
４
日
間
を
か
け
、
慎
重
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
予
算

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
次
の

１０
件
を
可
決
す
る
こ
と
で
審
査
を 

終
え
ま
し
た
。 

  

 

　
　
　
記 

 

・
一
般
会
計
予
算 

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
予
算 

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算 

・
定
期
航
路
事
業
特
別
会
計
予
算 

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

　
業
特
別
会
計
予
算 

・
福
祉
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計

　
予
算 

・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

　
別
会
計
予
算 

・
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
予
算 

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

　
算 

・
水
道
事
業
会
計
予
算 

　　　会　　　計　　　名 　　　　　　平成22年度当初予算 
　一　　般　　会　　計  
　　 　１. 国民健康保険事業   
　　　 ２. 介護保険事業   
　　　 ３. 定期航路事業     
　　　 ４. 特定環境保全公共下水道事業  
　　 　５. 福祉資金貸付事業            
　　 　６. 住宅新築資金等貸付事業  
　　 　７. 老人保健医療  
　　 　８. 後期高齢者医療  
 　　　　　計   
企業会計  水道事業  
　　　　合　　　　　　　計  

特
　
別
　
会
　
計 

10,519,000 
3,211,500 
1,964,000 
545,600 
157,800 
1,350 
400 
3,000 

432,800 
6,316,450 
1,537,230 
18,372,680

寺 本 春 夫  

子ども医療費案内のホームページ 

平成22年度当初予算書 

環
境
問
題
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置 

   

　
松
尾
工
業
団
地
土
壌
汚
染
に

関
す
る
調
査
を
行
う
た
め
、
特

別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を

異
議
な
く
可
決
し
、
次
の
委
員

を
選
任
し
ま
し
た
。 

   

委

員

長
　
寺
本
　
春
夫 

 

副
委
員
長
　
野
村
　
保
夫 

 

　
　
　
　
　
尾
　
　
　
幹 

 

　
　
　
　
　
村
山
　
俊
幸 

 

　
　
　
　
　
木
村
　
幸
夫 

   

　
人
　
事 

   

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦 

 

　
に
同
意 

 

　 

 

　
野
村
　
薫
氏
（
相
差
町
） 

 

　
　
　
（
再
任
） 

 

　 

     

　
意
見
書 

     

　
次
の
意
見
書
を
国
会
及
び
関

係
行
政
庁
へ
送
り
ま
し
た
。 

  　
○
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平

　
　
和
を
求
め
る
意
見
書 



7 6とば市議会だより　　平成22年4月16日 とば市議会だより　　平成22年4月16日 

3つの市税の使途は 
市長　事業の一環で補助金検討 

　
都
市
計
画
税
は
地
方
税
法

の
目
的
税
で
す
。
都
市
計
画

区
域
に
は
な
い
下
水
道
事
業

が
長
岡
地
区
に
は
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
約
１
億
円
が

投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
　 

　
都
市
計
画
区
域
内
の
水
質

汚
濁
防
止
の
た
め
に
、
都
市

計
画
区
域
内
で
下
水
道
事
業

を
行
っ
て
い
れ
ば
、
都
市
計

画
税
で
賄
え
ま
す
。
都
市
計

画
区
域
内
の
人
々
に
は
、
合

併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
を
上

乗
せ
し
て
交
付
す
る
よ
う
な
、

水
質
汚
濁
防
止
の
推
進
と
不

公
平
感
を
感
じ
な
が
ら
税
を

納
め
て
い
る
住
民
の
方
々
に
、

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
施
策
を
行

っ
て
ほ
し
い
。 

 

市
長
　
都
市
計
画
区
域
の
水

質
汚
濁
防
止
の
推
進
で
、
事

業
の
一
環
と
し
て
補
助
金
の 

位
置
付
け
を
検
討
し
た
い
。 

　
目
的
税
で
あ
る
入
湯
税
の

活
用
は
、
３
割
を
鉱
泉
源
の

保
護
、
７
割
を
観
光
振
興
等

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

ば
こ
税
に
つ
い
て
、
酒
税
は

国
の
税
収
入
、
た
ば
こ
税
は

市
の
税
収
入
、
国
は
全
面
禁

煙
へ
マ
ナ
ー
と
分
煙
は
当
然

で
す
が
、
た
ば
こ
税
の
１
億

５
０
０
０
万
円
は
、
鳥
羽
市

に
と
っ
て
重
要
な
財
源
で
す
。

観
光
で
鳥
羽
に
み
え
た
納
税

者
に
配
慮
し
た
喫
煙
場
所
を

整
備
す
る
考
え
は
。 

 

副
市
長
　
国
の
方
向
性
が
分

煙
か
ら
全
面
禁
煙
な
の
で
、

環
境
整
備
は
現
時
点
で
は
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

　
マ
ナ
ー
と
健
康
は
重
要
で

す
が
、
「
観
光
地
」
携
帯
灰

皿
を
空
け
る
場
所
は
必
要
で

す
。
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。 

竹 内 　 久  

廃所・廃校施設の利活用は 
市長　小規模多機能施設、公民館に利用 

　
全
国
的
な
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
の
進
む
な
か
、
当

市
の
対
策
と
し
て
、
花
嫁
対

策
事
業
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み
、
ま
た
、
子
育
て
支
援

策
と
し
て
、
義
務
教
育
修
了

ま
で
の
子
ど
も
に
対
す
る
医

療
費
の
無
料
化
、
そ
し
て
今

回
、
保
育
所
と
幼
稚
園
に
通

う
第
２
子
以
降
の
幼
児
、
児

童
の
保
育
料
の
無
料
化
を
う

た
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
少
子
化
に
よ
り
保

育
所
、
小
学
校
の
統
廃
合
が

や
む
な
く
進
め
ら
れ
て
い
る

現
状
で
あ
り
ま
す
。
耐
震
診 

断
に
よ
り
、
十
分
な
耐
震
性

の
あ
る
旧
坂
手
保
育
所
、
旧

小
浜
小
学
校
の
利
活
用
に
つ

い
て
聞
き
ま
す
。 

市
長
・
教
育
長
　
現
在
休
所

中
の
坂
手
保
育
所
は
、
高
齢

者
向
け
の
「
小
規
模
多
機
能

施
設
」
へ
の
転
用
で
、
施
設

で
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
「
介

護
」
を
中
心
に
す
る
の
か
、

「
介
護
予
防
」
に
す
る
の
か
、

地
域
に
あ
っ
た
施
設
の
あ
り

方
を
坂
手
町
の
皆
さ
ん
と
も

協
議
し
、
ま
た
離
島
で
施
設

の
な
い
菅
島
町
に
つ
い
て
も

同
じ
よ
う
に
今
後
検
討
し
ま

す
。
現
在
廃
校
と
な
っ
て
い

る
旧
小
浜
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
現
公
民
館
の
老
朽
化
が

激
し
く
進
ん
で
い
る
こ
と
や
、

立
地
条
件
も
良
く
な
い
状
況

で
す
。
小
浜
町
内
会
か
ら
要

望
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公
民

館
と
し
て
活
用
で
き
る
方
向

で
考
え
て
い
き
ま
す
。 

木
下
爲
一 

環境生態系保全活動事業の現状は 
農水商工課長　22年度から市内7地区で活動する 

　
藻
場
再
生
へ
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
す
で
に
活
動

し
て
い
る
答
志
青
壮
年
部
と

の
事
業
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
方
向
性
で
動
い
て
い
く

の
か
聞
き
ま
す
。 

  農
水
商
工
課
長
　
答
志
地
区

は
、
藻
場
再
生
の
先
進
地
区

で
あ
り
、
今
ま
で
活
動
し
て

き
た
実
績
を
活
か
し
た
保
全

活
動
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
こ
の
事
業
を
行
な
う
こ

と
で
、
漁
場
環
境
の
保
全
意

識
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
ま
す
。 

 

　
今
取
り
組
ん
で
い
る
保
全

活
動
事
業
・
種
苗
放
流
事
業

が
、
浜
の
元
気
に
繋
が
る
事

業
に
な
り
得
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
水
産
係
の
体
制
、
研

究
所
の
体
制
に
つ
い
て
ど
の 

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
聞
き

ま
す
。 

 

農
水
商
工
課
長
　
漁
港
担
当
、 

水
産
振
興
担
当
と
し
て
５
名

体
制
で
す
。
事
業
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
水
産
研
究
所
と

水
産
振
興
担
当
が
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

す
。
研
究
所
は
、
後
継
者
と

人
材
育
成
に
努
め
て
い
く
た

め
、
専
門
職
の
採
用
も
含
め

調
整
し
て
い
ま
す
。 

 

市
長
　
課
長
が
答
え
た
と
お

り
専
門
職
の
方
を
雇
う
こ
と

が
で
き
な
い
か
、
産
業
育
成

の
普
及
活
動
が
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

浜 口 一 利  

廃校となった旧小浜小学校 

藻場作業中の答志青壮年部員 

たばこ税も市税財源です 

　
調
査
内
容
は
ど
う
で
す
か
。 

環
境
課
長
　
高
密
度
電
気
探
査
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
結
果
の
考
察
及

び
対
策
計
画
の
提
案
で
す
。 

 

　
環
境
省
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
実
施
し
ま
す
か
。 

環
境
課
長
　
十
分
踏
ま
え
て
調
査
し
ま
す
。 

　
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
現
地
聞
き
取
り
が
大
事
だ
と
書
い
て
い
ま
す
。
地

元
の
声
を
十
分
聞
き
ま
す
か
。 

環
境
課
長
　
現
地
調
査
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
鳥
羽
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
協
議
会
の
会
長
で
あ
る
副
市
長
に
確
認
し
て

お
き
た
い
。 

副
市
長
　
今
回
初
め
て
本
格
的
調
査
費
を
計
上
。
地
元
の
ご
理
解
を
得

て
調
査
結
果
を
含
め
て
よ
り
よ
い
報
告
書
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

戸 

上 

幸 

子 

松
尾
処
分
場
調
査
は
地
元
の
声
を 

副
市
長
　
地
元
理
解
を
十
分
に
頂
い
て
進
め
ま
す 

　
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
改
正
の
趣
旨
を
聞
き
ま
す
。 

総
務
課
長
　
退
職
手
当
制
度
の
一
層
の
適
正
化
を
図
り
、
公
務
員
に
対

す
る
信
頼
確
保
に
資
す
る
た
め
、
退
職
手
当
の
全
部
又
は
一
部
を
返
納

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
退
職
手
当
に
つ
い
て
支
給
制
限
や
返
納

の
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
内
容
は
、
退
職
手
当
支
払
い
後
に
懲
戒
免
職
等
の
処
分
を
受
け

る
行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
た
場
合
に
、
退
職
手
当
の
返
納
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
職
員
が
死
亡
し
て
い
る
時
は
、
支
払
い
前
で
あ

れ
ば
遺
族
等
に
対
す
る
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
し
、
支
払
い
後
で
あ

れ
ば
返
納
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

寺 

本 

春 

夫 

退
職
手
当
の
改
正
点
は 

総
務
課
長
　
支
給
制
限
や
返
納
制
度
が
設
け
ら
れ
た 

議案質疑  議案質疑  議案質疑  2人が質疑 
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3つの市税の使途は 
市長　事業の一環で補助金検討 

　
都
市
計
画
税
は
地
方
税
法

の
目
的
税
で
す
。
都
市
計
画

区
域
に
は
な
い
下
水
道
事
業

が
長
岡
地
区
に
は
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
約
１
億
円
が

投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
　 

　
都
市
計
画
区
域
内
の
水
質

汚
濁
防
止
の
た
め
に
、
都
市

計
画
区
域
内
で
下
水
道
事
業

を
行
っ
て
い
れ
ば
、
都
市
計

画
税
で
賄
え
ま
す
。
都
市
計

画
区
域
内
の
人
々
に
は
、
合

併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
を
上

乗
せ
し
て
交
付
す
る
よ
う
な
、

水
質
汚
濁
防
止
の
推
進
と
不

公
平
感
を
感
じ
な
が
ら
税
を

納
め
て
い
る
住
民
の
方
々
に
、

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
施
策
を
行

っ
て
ほ
し
い
。 

 

市
長
　
都
市
計
画
区
域
の
水

質
汚
濁
防
止
の
推
進
で
、
事

業
の
一
環
と
し
て
補
助
金
の 

位
置
付
け
を
検
討
し
た
い
。 

　
目
的
税
で
あ
る
入
湯
税
の

活
用
は
、
３
割
を
鉱
泉
源
の

保
護
、
７
割
を
観
光
振
興
等

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

ば
こ
税
に
つ
い
て
、
酒
税
は

国
の
税
収
入
、
た
ば
こ
税
は

市
の
税
収
入
、
国
は
全
面
禁

煙
へ
マ
ナ
ー
と
分
煙
は
当
然

で
す
が
、
た
ば
こ
税
の
１
億

５
０
０
０
万
円
は
、
鳥
羽
市

に
と
っ
て
重
要
な
財
源
で
す
。

観
光
で
鳥
羽
に
み
え
た
納
税

者
に
配
慮
し
た
喫
煙
場
所
を

整
備
す
る
考
え
は
。 

 

副
市
長
　
国
の
方
向
性
が
分

煙
か
ら
全
面
禁
煙
な
の
で
、

環
境
整
備
は
現
時
点
で
は
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

　
マ
ナ
ー
と
健
康
は
重
要
で

す
が
、
「
観
光
地
」
携
帯
灰

皿
を
空
け
る
場
所
は
必
要
で

す
。
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。 

竹 内 　 久  

廃所・廃校施設の利活用は 
市長　小規模多機能施設、公民館に利用 

　
全
国
的
な
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
の
進
む
な
か
、
当

市
の
対
策
と
し
て
、
花
嫁
対

策
事
業
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み
、
ま
た
、
子
育
て
支
援

策
と
し
て
、
義
務
教
育
修
了

ま
で
の
子
ど
も
に
対
す
る
医

療
費
の
無
料
化
、
そ
し
て
今

回
、
保
育
所
と
幼
稚
園
に
通

う
第
２
子
以
降
の
幼
児
、
児

童
の
保
育
料
の
無
料
化
を
う

た
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
少
子
化
に
よ
り
保

育
所
、
小
学
校
の
統
廃
合
が

や
む
な
く
進
め
ら
れ
て
い
る

現
状
で
あ
り
ま
す
。
耐
震
診 

断
に
よ
り
、
十
分
な
耐
震
性

の
あ
る
旧
坂
手
保
育
所
、
旧

小
浜
小
学
校
の
利
活
用
に
つ

い
て
聞
き
ま
す
。 

市
長
・
教
育
長
　
現
在
休
所

中
の
坂
手
保
育
所
は
、
高
齢

者
向
け
の
「
小
規
模
多
機
能

施
設
」
へ
の
転
用
で
、
施
設

で
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
「
介

護
」
を
中
心
に
す
る
の
か
、

「
介
護
予
防
」
に
す
る
の
か
、

地
域
に
あ
っ
た
施
設
の
あ
り

方
を
坂
手
町
の
皆
さ
ん
と
も

協
議
し
、
ま
た
離
島
で
施
設

の
な
い
菅
島
町
に
つ
い
て
も

同
じ
よ
う
に
今
後
検
討
し
ま

す
。
現
在
廃
校
と
な
っ
て
い

る
旧
小
浜
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
現
公
民
館
の
老
朽
化
が

激
し
く
進
ん
で
い
る
こ
と
や
、

立
地
条
件
も
良
く
な
い
状
況

で
す
。
小
浜
町
内
会
か
ら
要

望
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公
民

館
と
し
て
活
用
で
き
る
方
向

で
考
え
て
い
き
ま
す
。 

木
下
爲
一 

環境生態系保全活動事業の現状は 
農水商工課長　22年度から市内7地区で活動する 

　
藻
場
再
生
へ
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
す
で
に
活
動

し
て
い
る
答
志
青
壮
年
部
と

の
事
業
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
方
向
性
で
動
い
て
い
く

の
か
聞
き
ま
す
。 

  農
水
商
工
課
長
　
答
志
地
区

は
、
藻
場
再
生
の
先
進
地
区

で
あ
り
、
今
ま
で
活
動
し
て

き
た
実
績
を
活
か
し
た
保
全

活
動
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
こ
の
事
業
を
行
な
う
こ

と
で
、
漁
場
環
境
の
保
全
意

識
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
ま
す
。 

 

　
今
取
り
組
ん
で
い
る
保
全

活
動
事
業
・
種
苗
放
流
事
業

が
、
浜
の
元
気
に
繋
が
る
事

業
に
な
り
得
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
水
産
係
の
体
制
、
研

究
所
の
体
制
に
つ
い
て
ど
の 

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
聞
き

ま
す
。 

 

農
水
商
工
課
長
　
漁
港
担
当
、 

水
産
振
興
担
当
と
し
て
５
名

体
制
で
す
。
事
業
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
水
産
研
究
所
と

水
産
振
興
担
当
が
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

す
。
研
究
所
は
、
後
継
者
と

人
材
育
成
に
努
め
て
い
く
た

め
、
専
門
職
の
採
用
も
含
め

調
整
し
て
い
ま
す
。 

 

市
長
　
課
長
が
答
え
た
と
お

り
専
門
職
の
方
を
雇
う
こ
と

が
で
き
な
い
か
、
産
業
育
成

の
普
及
活
動
が
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

浜 口 一 利  

廃校となった旧小浜小学校 

藻場作業中の答志青壮年部員 

たばこ税も市税財源です 

　
調
査
内
容
は
ど
う
で
す
か
。 

環
境
課
長
　
高
密
度
電
気
探
査
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
結
果
の
考
察
及

び
対
策
計
画
の
提
案
で
す
。 

 

　
環
境
省
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
実
施
し
ま
す
か
。 

環
境
課
長
　
十
分
踏
ま
え
て
調
査
し
ま
す
。 

　
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
現
地
聞
き
取
り
が
大
事
だ
と
書
い
て
い
ま
す
。
地

元
の
声
を
十
分
聞
き
ま
す
か
。 

環
境
課
長
　
現
地
調
査
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
鳥
羽
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
協
議
会
の
会
長
で
あ
る
副
市
長
に
確
認
し
て

お
き
た
い
。 

副
市
長
　
今
回
初
め
て
本
格
的
調
査
費
を
計
上
。
地
元
の
ご
理
解
を
得

て
調
査
結
果
を
含
め
て
よ
り
よ
い
報
告
書
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

戸 

上 

幸 

子 

松
尾
処
分
場
調
査
は
地
元
の
声
を 

副
市
長
　
地
元
理
解
を
十
分
に
頂
い
て
進
め
ま
す 

　
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
改
正
の
趣
旨
を
聞
き
ま
す
。 

総
務
課
長
　
退
職
手
当
制
度
の
一
層
の
適
正
化
を
図
り
、
公
務
員
に
対

す
る
信
頼
確
保
に
資
す
る
た
め
、
退
職
手
当
の
全
部
又
は
一
部
を
返
納

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
退
職
手
当
に
つ
い
て
支
給
制
限
や
返
納

の
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
内
容
は
、
退
職
手
当
支
払
い
後
に
懲
戒
免
職
等
の
処
分
を
受
け

る
行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
た
場
合
に
、
退
職
手
当
の
返
納
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
職
員
が
死
亡
し
て
い
る
時
は
、
支
払
い
前
で
あ

れ
ば
遺
族
等
に
対
す
る
退
職
手
当
の
支
給
を
制
限
し
、
支
払
い
後
で
あ

れ
ば
返
納
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

寺 

本 

春 

夫 

退
職
手
当
の
改
正
点
は 

総
務
課
長
　
支
給
制
限
や
返
納
制
度
が
設
け
ら
れ
た 

議案質疑  議案質疑  議案質疑  2人が質疑 
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総
務
民
生
委
員
会 
総
務
民
生
委
員
会 

　
総
務
民
生
委
員
会
で
審
査
し
た

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

（
議
案
第
１３
号
　
鳥
羽
市
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
） 

問
　
職
員
の
勤
務
時
間
を
１
週
間

当
た
り
４０
時
間
か
ら
３８
時
間
４５
分

に
改
め
て
い
る
が
、
時
間
短
縮
し

て
市
民
や
職
員
に
対
し
て
、
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
あ
る

の
か
。 

答
　
基
本
的
に
は
、
窓
口
に
市
民

が
来
て
い
た
だ
い
た
時
の
対
応
に

つ
い
て
は
大
き
な
影
響
は
な
い
。

職
員
に
対
し
て
は
昼
の
休
憩
時
間

が
１５
分
延
び
る
こ
と
で
労
働
環
境

の
改
善
に
つ
な
が
る
。 

　
さ
ら
に
、
委
員
か
ら
労
働
時
間

の
短
縮
で
よ
り
効
率
的
に
仕
事
を

行
い
、
時
間
外
勤
務
手
当
に
結
び

つ
か
な
い
よ
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

 (

議
案
第
１５
号
鳥
羽
市
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て) 

問
　
鳥
羽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

定
員
を
３５
人
か
ら
４０
人
に
改
め
た

の
は
ど
う
し
て
か
。 

答
　
鳥
羽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

夏
休
み
中
の
児
童
数
が
３５
人
を
超

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
４０
人
と
し
た
。 

（
議
案
第
２４
号
　
平
成
２１
年
度
鳥

羽
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）歳
出
・
総
務
費
） 

問
　
集
会
所
等
施
設
整
備
費
補
助

金
に
つ
い
て
、
今
回
、
３
０
０
万

円
の
減
額
で
あ
る
が
、
集
会
所
の

場
所
は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
。 

答
　
平
成
２１
年
度
予
算
は
仮
置
き

で
あ
っ
た
。
町
内
会
か
ら
集
会
所

施
設
整
備
の
申
し
出
が
な
か
っ
た

の
で
、
減
額
と
し
た
。 

 (

歳
出
・
民
生
費)  

問
　
保
育
所
嘱
託
職
員
賃
金
の
減

額
補
正
に
つ
い
て
、
嘱
託
職
員
数

の
当
初
の
見
込
み
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。 

答
　
途
中
入
所
も
考
慮
し
た
児
童

数
を
基
に
配
置
基
準
に
応
じ
た
職

員
数
と
し
て
、
必
要
な
嘱
託
職
員

数
を
見
込
ん
だ
。 

（
議
案
第
２５
号
　
平
成
２１
年
度
鳥

羽
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）） 

問
　
共
同
事
業
と
は
ど
の
よ
う
な

内
容
な
の
か
。 

答
　
三
重
県
下
の
高
額
医
療
費
を

ま
と
め
て
平
準
化
す
る
事
業
で
あ

る
。 

　
総
務
民
生
常
任
委
員
会
終
了
後

に
、
と
ば
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
建
設
中
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
現
地

視
察
を
行
い
、
現
場
の
状
況
説
明

や
工
事
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
た
。  

 

　
文
教
産
業
委
員
会
で
審
査
し
た

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
議
案
第
１９
号
　
鳥
羽
市
幼
稚
園

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
） 

問
　
２
人
目
以
降
の
無
料
化
は
幼

稚
園
も
保
育
所
と
同
じ
額
で
あ
る

の
か
。 

答
　
保
育
所
は
、
所
得
税
の
額
で

保
育
料
の
階
層
が
１２
段
階
に
定
め

ら
れ
て
い
る
。
幼
稚
園
は
２
人
目

以
降
は
一
律
年
間
６
万
円
の
減
免

に
な
る
。 

（
議
案
第
２０
号
　
寝
屋
子
交
流
の

館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
及
び
議

案
第
２２
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
（
寝
屋
子
交
流
の
館
）

に
つ
い
て
） 

問
　
町
内
会
と
当
該
施
設
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
協
定
書
を
交
わ
す

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後
、

公
民
館
や
集
会
所
に
つ
い
て
も
同

じ
よ
う
な
形
態
を
と
っ
て
い
く
の

か
。 

答
　
市
内
に
は
２９
公
民
館
が
あ
り
、

そ
れ
以
外
に
も
他
の
課
が
管
理
し

て
い
る
施
設
も
あ
る
。
今
後
、
市

の
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

全
庁
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

（
議
案
第
２９
号
　
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
マ
リ
ン
タ
ー

ミ
ナ
ル
建
設
工
事
）
に
つ
い
て
） 

問
　
指
名
競
争
入
札
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
な
ぜ
設
計
価
格
よ
り

予
定
価
格
が
下
回
っ
た
の
か
。 

答
　
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
の

場
合
は
設
計
価
格
を
予
定
価
格
と

し
、
予
定
価
格
は
公
表
さ
れ
て
い

る
が
、
指
名
競
争
入
札
に
つ
い
て

は
設
計
価
格
を
基
に
予
定
価
格
を

設
定
し
て
い
る
。 

 

文
教
産
業
委
員
会 

予
算
特
別
委
員
会 

　
本
市
議
会
で
は
、
今
期
定
例
会

に
お
い
て
全
議
員
で
構
成
す
る
予

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
平

成
２２
年
度
当
初
予
算
の
審
査
を
行 

い
ま
し
た
。 

　
審
査
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会 

計
及
び
企
業
会
計
の
順
に
、
審
査 

日
数
４
日
間
を
か
け
、
慎
重
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
予
算

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
次
の

１０
件
を
可
決
す
る
こ
と
で
審
査
を 

終
え
ま
し
た
。 

  

 

　
　
　
記 

 

・
一
般
会
計
予
算 

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
予
算 

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算 

・
定
期
航
路
事
業
特
別
会
計
予
算 

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

　
業
特
別
会
計
予
算 

・
福
祉
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計

　
予
算 

・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

　
別
会
計
予
算 

・
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
予
算 

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

　
算 

・
水
道
事
業
会
計
予
算 

環
境
問
題
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置 

   

　
松
尾
工
業
団
地
土
壌
汚
染
に

関
す
る
調
査
を
行
う
た
め
、
特

別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を

異
議
な
く
可
決
し
、
次
の
委
員

を
選
任
し
ま
し
た
。 

   

委

員

長
　
寺
本
　
春
夫 

 

副
委
員
長
　
野
村
　
保
夫 

 

　
　
　
　
　
尾
　
　
　
幹 

 

　
　
　
　
　
村
山
　
俊
幸 

 

　
　
　
　
　
木
村
　
幸
夫 

   

　
人
　
事 

   

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦 

 

　
に
同
意 

 

　 

 

　
野
村
　
薫
氏
（
相
差
町
） 

 

　
　
　
（
再
任
） 

 

　 

     

　
意
見
書 

     

　
次
の
意
見
書
を
国
会
及
び
関

係
行
政
庁
へ
送
り
ま
し
た
。 

  　
○
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平

　
　
和
を
求
め
る
意
見
書 
　　　　会　　　計　　　名 　　　　　平成22年度当初予算 
　　　  一　　般　　会　　計  
　　 　１. 国民健康保険事業   
　　　 ２. 介護保険事業   
　　　 ３. 定期航路事業     
　　　 ４. 特定環境保全公共下水道事業  
　　 　５. 福祉資金貸付事業            
　　 　６. 住宅新築資金等貸付事業  
　　 　７. 老人保健医療  
　　 　８. 後期高齢者医療  
 　　　　　計   
企業会計  水道事業  
　　　　合　　　　　　　計  

特
　
別
　
会
　
計 

10,519,000 
3,211,500 
1,964,000 
545,600 
157,800 
1,350 
400 
3,000 

432,800 
6,316,450 
1,537,230 
18,372,680



 

9 とば市議会だより　　平成22年4月16日 

　昨年１０月の議会報告会＆意見交換会で実施しました、市議会に関するアンケートの調査結果報告書が

できましたので、その一部を掲載いたします。

　なお、当日意見交換会で頂いた主な意見を含む完全版、市役所が実施した市民意識調査結果に併せて行

いました市議会に関するアンケート結果につきましては、市議会ホームページに掲載のほか、議会事務局

でも閲覧できます。

問１　市議会に関心がありますか。 

　「ある」が５１％と最も多く、「少し

ある」と合わせると９割の方が市議会に

関心を持っている状況にあります。

問２　とば市議会だよりを読んでいますか。

　「どの記事も読む」３１％、「関心のあ

るものだけ読む」５８％と合わせると９

割近くの方が何らかの形で関心を持って

市議会だよりを読まれています。

問３　市議会の会議などを見たことがあ

りますか。

　市議会の会議を何らかの形で見たこと

がある人が６０％となっており、見たこ

とがない人３７％をかなり上回っていま

す。

追跡！ 追跡！ あのアンケートどうやったん？ あのアンケートどうやったん？ 

調査の方法

　１　調査地域　　鳥羽市内１８か所

　２　調査対象　　議会報告会＆意見交換会参加者

　３　調査方法　　当日、会場にて参加者へアンケ

　　　　　　　　　ートを配布し回収

　４　調査期間　　１０月９日〜１０月３０日のうち

　　　　　　　　　１８日間

回収状況

　１　配布数　　　４６４人

　２　回収数　　　３９０人

　３　回収率　　　８４.０５％



10とば市議会だより　　平成22年4月16日 

問４　現在の市議会をどのように評価しま

すか。 

　「大いに評価する」、「ある程度評価する」

を合わせると６割の人が評価しており、

「あまり評価しない」「まったく評価しな

い」の２割をかなり上回っています。

問５　あなたの意見や市民の声が市議会に

反映されていると思いますか。 

　「思う」、「やや思う」を合わせると４４

％となり、「思わない」２９％をやや上回

っています。

 問６　市議会の改革は必要だと思いますか。 

　「必要ない」という人がわずか４％にす

ぎず、「改革が必要だ」という回答が大半

を占めています。

問７　問６で「市議会の改革は必要だ」を

選ばれた方にお尋ねします。市議会の改革

に取り組む課題は何だと思いますか。(複数

回答可)　

　「市民の声が反映できる懇談会や意向調

査」についての意見が最も多く、次に「議

員数・報酬などの検討」「議会の審査機能

の向上、政策提言機能の強化」と続いてい

ます。



11 とば市議会だより　　平成22年4月16日 

一般質問  一般質問  

問８　現在の議員定数は１６人（法律での

上限２６人）ですが、議員数についてどう

思いますか。 

　「今のままでよい」が４０％ありますが、

「多いと思う」もそれとほぼ同じ割合であ

ります。

　 削減後の議員定数は「１２人が妥当」が

２２.６％と最も多く、次いで「１０人」、

「１４人」、「１３人」、「１５人」、「１１人」の

順になっています。

問９　市議会議員に毎月３３万７千円の報

酬が支給されていますが、これについてど

う思いますか。 

　「多いと思う」が３６％ありますが、「適

当だと思う」もそれとほぼ同じ割合であり

ます。

　「多いと思う」と回答された方は２５万円

から３３万７千円の間に集中してさまざま

な意見があります。回答数は少数（７人）

ですが、「少なすぎる」と回答された方も

あります。　

少ないと思う場合の妥当金額 多いと思う場合の妥当金額 

33.7万円未満

30万円未満

25万円未満

20万円未満

15万円未満

10万円未満

25人

36人

28人

7人

2人

0人

多いと思う場合の妥当金額 



12とば市議会だより　　平成22年4月16日 

【発行】とば市議会だより編集委員会（鳥羽市鳥羽3丁目1-1　議会事務局内 TEL 25-1206  FAX 25-1215）　　　　　（再生紙を利用しています。） 

定
期
船
の
乗
降
が
快
適
に
 

和
具
漁
港
の
定
期
船
浮
桟
橋
が
供
用
開
始
 

ホームページアドレス　http://www.city.toba.mie.jp/gikai/gikaiindex.htm　電子メールアドレス　gikai@city.toba.mie.jp

この議会で審議した案件と結果 
 

　
市
議
会
だ
よ
り
第
１
３
１
号

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

　
本
号
は
、
先
の
３
月
定
例
会

で
の
一
般
質
問
・
質
疑
の
内
容

を
中
心
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

特
に
今
議
会
は
、
平
成
２２
年
度

（
新
年
度
）
予
算
、
一
般
会
計

１
０
５
億
１
９
０
０
万
円
等

を
審
査
す
る
、
議
員
全
員
に
よ

る
「
予
算
特
別
委
員
会
」
を
４

日
間
に
渡
り
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
「
予
算
特
別
委
員
会
」
も

２
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
予
算

（
案
）
の
チ
ェ
ッ
ク
、
施
策
等

に
対
す
る
審
査
等
、
活
発
か
つ

慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、「
追
跡
！
あ
れ
は
ど
う

な
っ
た
ん
？
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

昨
年
１０
月
に
行
い
ま
し
た
「
議

会
報
告
会
＆
意
見
交
換
会
」

の
会
場
で
取
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
今
回
も
そ
の
結

果
を
「
追
跡
！
あ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
ど
う
や
っ
た
ん
？
」
に
置
き

か
え
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ 

 

い
て
も
ご
覧
頂
き
、
今
後
、
議

会
あ
る
い
は
行
政
に
対
し
て
、

市
民
の
皆
様
か
ら
「
ご
意
見
」

を
出
し
て
頂
く
と
き
の
参
考
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

　
な
お
、
一
般
質
問
・
質
疑
の

原
稿
は
質
問
者
本
人
の
作
成

に
よ
る
も
の
で
す
。
市
民
の
皆

様
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

「
議
会
だ
よ
り
」
を
と
い
う
こ

と
で
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
な
が

ら
編
集
し
て
い
ま
す
が
、
「
議

会
だ
よ
り
」
ま
た
「
議
会
放

送
」
を
ご
覧
頂
い
て
お
気
づ
き

の
点
、
ご
意
見
等
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
、
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

「
と
ば
市
議
会
だ
よ
り
」 

　
　
　
　
　
編
集
委
員
会 

 

委
員
長
　
山
本
　
泰
秋 

 

副
委
員
長
　
戸
上
　
幸
子 

 

委
　
　
員
　
松
井
　
一
弥 

 

委
　
　
員
　
木
下
　
爲
一 

 

委
　
　
員
　
坂
倉
　
広
子 

 

委
　
　
員
　
木
下
　
順
一 

 

委
　
　
員
　
竹
内
　
　
久 

 

委
　
　
員
　
中
村
欣
一
郎 

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

可  決

同  意

可  決

可  決

編
集
後
記 

　
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
利
用
し
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
頂
き
、
市
議
会
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

市
議
会
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー 

h
ttp
://tw

itte
r.c
o
m
/to
b
a
c
ityc
o
u
n
c
il

TM

　議案番号 　　　　　　　　　　　 　　　　件　　　　　　　　　　名 　　　　　　　　　　　　　　　   結  果 

議案第３号 平成２２年度鳥羽市一般会計予算

議案第４号 平成２２年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計予算

議案第５号 平成２２年度鳥羽市介護保険事業特別会計予算

議案第６号 平成２２年度鳥羽市定期航路事業特別会計予算 

議案第７号 平成２２年度鳥羽市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算

議案第８号 平成２２年度鳥羽市福祉資金貸付事業特別会計予算

議案第９号 平成２２年度鳥羽市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

議案第１０号 平成２２年度鳥羽市老人保健医療特別会計予算

議案第１１号 平成２２年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計予算

議案第１２号 平成２２年度鳥羽市水道事業会計予算

議案第１３号 鳥羽市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

議案第１４号 鳥羽市保育所の設置及び管理に関する条例の一部改正について

議案第１５号 鳥羽市放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部改正について

議案第１６号 鳥羽市老人憩の家の設置及び管理に関する条例の一部改正について

議案第１７号 鳥羽市学校職員住宅管理条例の一部改正について

議案第１８号 鳥羽市学校設置条例の一部改正について

議案第１９号 鳥羽市幼稚園の設置及び管理に関する条例等の一部改正について

議案第２０号 寝屋子交流の館の設置及び管理に関する条例の一部改正について

議案第２１号 指定管理者の指定について(鳥羽市民体育館ほか５施設）

議案第２２号 指定管理者の指定について(寝屋子交流の館）

議案第２３号 三重県伊勢志摩地区広域市町村圏協議会の廃止について 

議案第２４号 平成２１年度鳥羽市一般会計補正予算(第８号) 

議案第２５号 平成２１年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計補正予算(第４号) 

議案第２６号 鳥羽市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の制定について

議案第２７号 鳥羽市職員給与条例及び鳥羽市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

議案第２８号 鳥羽市職員の退職手当に関する条例の一部改正について 

議案第２９号 工事請負契約の締結について(マリンターミナル建設工事）

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

発議第１号 特別委員会の設置について

発議第２号 核兵器の廃絶と恒久平和を求める意見書の提出について   
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